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六
月
十
九
日
、
本
所
三
階
大
ホ
ー
ル

に
て
令
和
二
年
度
第
二
回
農
事
組
合
長

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
篠
田
組

合
長
か
ら
の
挨
拶
で
は
、
生
産
者
へ
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
関
す

る
心
配
と
と
も
に
、
ど
の
よ
う
な
状
況

で
も
産
地
の
責
任
と
し
て
「
安
心
・
安

全
な
農
作
物
を
消
費
者
へ
届
け
る
こ
と

は
果
た
し
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
他
、
農
事
組
合
長
の
皆
様

へ
第
七
次
地
域
農
業
振
興
計
画
に
係
る

組
合
員
意
向
調
査
の
取
り
ま
と
め
の
ご

協
力
に
つ
い
て
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

　

普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
六
月
十
五
日

付
で
の
水
稲
、
秋
小
麦
、
大
豆
、
そ
ば

に
つ
い
て
主
な
品
種
の
生
育
状
況
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
三
年
度

か
ら
の
五
ヶ
年
計
画
「
重
点
活
動
」
の

設
定
へ
の
協
力
に
つ
い
て
お
願
い
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ｊ
Ａ
各
事
業
部

よ
り
連
絡
事
項
を
お
伝
え
し
、
第
二
回

農
事
組
合
長
会
議
が
終
了
し
ま
し
た
。

令
和
二
年
度  

第
二
回
農
事
組
合
長
会
議

秩父別地区

沼田地区

妹背牛地区
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六
月
十
八
日
か
ら
二
十
二
日
に
か
け

て
、
各
地
区
各
農
事
組
合
に
て
第
三
回

現
地
研
修
会
を
開
催
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
第
一

回
・
第
二
回
が
中
止
と
な
り
令
和
二
年

度
初
と
な
る
現
地
研
修
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
水
稲
に
つ

い
て
生
育
調
査
の
報
告
、
幼
穂
形
成

期
以
降
の
水
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
、
収

量
・
品
質
向
上
の
た
め
の
ケ
イ
酸
資
材

の
追
肥
、
予
察
に
基
づ
い
た
病
害
虫
防

除
に
つ
い
て
解
説
。
気
象
経
過
に
つ
い

て
今
年
は
平
成
二
十
六
年
の
気
象
と
類

似
し
て
お
り
、
こ
の
年
は
作
況
指
数

「
一
〇
七
」
だ
っ
た
が
、
く
ず
米
も
多

か
っ
た
年
と
し
て
、
稲
の
成
長
速
度
に

注
意
が
必
要
と
話
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

畑
作
に
つ
い
て
秋
小
麦
・
大
豆
・
そ
ば

の
病
害
虫
防
除
等
に
つ
い
て
解
説
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
Ｊ
Ａ
よ
り
持
続
化
給
付
金

の
申
請
方
法
等
、
ケ
イ
酸
資
材
の
引
き

取
り
日
程
・
斡
旋
堆
肥
の
取
り
ま
と
め
、

生
産
管
理
台
帳
の
提
出
、
組
合
員
意
向

調
査
の
実
施
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
沼
田
地
区
で
は
産
地
交
付
金

に
つ
い
て
沼
田
町
役
場
か
ら
説
明
が
あ

り
、
妹
背
牛
地
区
で
は
、
ふ
れ
あ
い
農

園
内
圃
場
に
て
農
薬
散
布
用
自
動
飛
行

ド
ロ
ー
ン
の
デ
モ
フ
ラ
イ
ト
が
行
わ

れ
、
粒
剤
・
液
剤
散
布
が
実
演
さ
れ
ま

し
た
。

秩父別地区（穂栄）

沼田地区（沼田東部東）

令
和
二
年
度  

第
三
回
現
地
研
修
会

妹背牛地区（妹背牛中央）
この日、妹背牛地区では
ドローンのデモフライトを行いました
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〜 THE YOUTH FACE〜
　
小
学
生
の
頃
か
ら
両
親
の
農

作
業
の
手
伝
い
を
す
る
の
が
好

き
で
、
よ
く
父
と
一
緒
に
田
植

機
や
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
私
が
中

学
生
の
時
に
父
が
亡
く
な
り
、

そ
こ
で
私
は
農
業
を
継
ぐ
こ
と

を
決
意
し
ま
し
た
。

　
高
校
卒
業
後
す
ぐ
に
就
農
し

ま
し
た
が
、
就
農
後
は
農
業
に

関
す
る
知
識
が
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
為
、
す
ご
く
苦
労
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
祖
父
や
周
り
の
農
家
の

方
々
に
指
導
を
し
て
頂
い
た
こ
と
で
、
三

代
に
続
く
農
地
を
守
れ
た
こ
と
、
営
農
出

来
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、規
模
を
拡
大
し
な
が
ら
、

近
年
続
く
異
常
気
象
に
負
け
な
い
米
作
り

を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
青
年
部
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
地

元
の
先
輩
・
後
輩
農
家
の
ほ
か
、
他
Ｊ
Ａ

青
年
部
と
繋
が
り
、
多
く
の
青
年
部
員
と

農
業
に
つ
い
て
貴
重
な
意
見
交
換
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
商
工
会
青
年
部
や
役
場

青
年
職
員
と
協
力
し
、
ス
ノ
フ
ェ
ス
を
実

施
す
る
こ
と
で
農
業
者
以
外
の
同
世
代
と

繋
が
る
こ
と
が
出
来
る
貴
重
な
経
験
だ
と

思
い
ま
す
。

　
現
在
、
私
に
は
五
人
の
子
供
た
ち
が
お

り
、
休
日
や
学
校
か
ら
帰
っ
て
き
て
は
そ

れ
ぞ
れ
が
手
伝
い
を
し
て
く
れ
ま
す
。
手

伝
い
の
中
で
、
少
し
で
も
農
業
の
魅
力
が

伝
わ
り
、
い
ず
れ
は
後
継
者
に
な
り
た
い

と
言
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
ひ
そ
か
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
行
き
に
く
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
休
日
の
楽
し
み
は
、
全
道
各
地

へ
家
族
そ
ろ
っ
て
の
ド
ラ
イ
ブ
で
す
。
各

地
の
美
味
し
い
物
を
食
べ
回
っ
て
い
ま

す
。

日裏　健二さん
妹背牛・妹背牛北農事組合

作付品目
水稲、小麦

昨年 7月の青年部妹背牛支部による焼肉祭り

農
業
を
継
ぐ

青
年
部
活
動
を
通
し
て
得
た
物

農
業
を
共
に
行
っ
て
い
く
家
族
へ

「
農
業
」
の
外
で
の
過
ご
し
方

今年５月の田植えの様子
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Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
管
内
で
は
四
月
上
旬

頃
の
水
稲
播
種
作
業
に
始
ま
り
、
五
月

上
旬
頃
か
ら
は
圃
場
の
耕
起
・
代
掻
き

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
五
月
中
旬
頃
か
ら

は
、
徐
々
に
田
植
え
作
業
が
始
ま
り
、

す
く
す
く
と
育
っ
た
苗
が
次
々
と
水
田

に
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

七
月
八
日
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
生
産
組

合
（
谷
水
敏
和
組
合
長
）
は
目
揃
い
会
、

並
び
に
圃
場
巡
回
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

秩
父
別
集
出
荷
施
設
で
開
催
し
た
目

揃
い
会
で
は
、
谷
水
組
合
長
か
ら
「
久

し
ぶ
り
に
集
ま
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
、
ぜ
ひ
多
く
の
方
で
情
報
交
換
を

行
っ
て
頂
き
た
い
」
と
、
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ｊ
Ａ
よ
り
出

荷
規
格
や
品
質
基
準
の
確
認
、
規
格
別

の
市
場
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
の
異
常
花
蕾
・
生
理
障
害

に
つ
い
て
紹
介
。
そ
の
他
、
収
穫
時
の

荷
姿
や
集
荷
時
の
お
願
い
を
共
有
し
ま

し
た
。

　

圃
場
巡
回
で
は
、谷
口
修
一
さ
ん（
沼

田
地
区
・
沼
田
中
部
）、
宮
西
貴
志
さ

ん
（
秩
父
別
地
区
・
北
新
）、
山
森
聡

さ
ん
（
秩
父
別
地
区
・
日
の
出
）
の
圃

場
を
視
察
し
、
普
及
セ
ン
タ
ー
職
員
を

交
え
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

谷本寿浩さん（沼田地区・沼田東部東） 熊谷　勝さん（妹背牛地区・妹背牛北）

宮森康彰さん（秩父別地区・北新）

今
年
の
お
米
づ
く
り
も

田
植
え
を
終
え
ま
し
た

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
生
産
組
合

目
揃
い
会
・
圃
場
巡
回

谷口さん圃場にて、虫のつき方について等意見交換を行いました

5



　

六
月
九
日
、
北
い
ぶ
き
メ
ロ
ン
生
産

組
合
（
松
永
徹
組
合
長
）
は
、
現
地
栽

培
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
松
永
組

合
長
の
圃
場
に
て
、
整
枝
・
摘
果
・
ネ
ッ

ト
形
成
等
に
つ
い
て
講
習
を
行
い
、
そ

の
後
は
、
メ
ロ
ン
生
産
組
合
副
組
合
長

の
姜
甲
晋
さ
ん
（
沼
田
地
区
・
沼
田
中

部
）な
ど
生
産
者
三
戸
の
圃
場
を
視
察
。

こ
れ
ま
で
の
生
育
経
過
や
、
今
後
の
栽

培
管
理
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
年
度
の
メ
ロ
ン
の
生
育
状
況
に
つ

い
て
は
、
圃
場
巡
回
時
点
で
は
例
年
と

比
べ
二
～
三
日
程
度
の
遅
れ
が
感
じ
ら

れ
る
も
の
の
病
害
虫
も
み
ら
れ
ず
、
順

調
に
育
っ
て
い
ま
す
。

　

七
月
四
日
、
メ
ロ
ン
生
産
組
合
（
松

永
徹
組
合
長
）
は
令
和
二
年
度
の
市
場

交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
来
賓
に
株

式
会
社
キ
ョ
ク
イ
チ
よ
り
前
田
課
長
、

武
田
係
が
出
席
さ
れ
、
普
及
セ
ン
タ
ー

か
ら
は
高
橋
専
門
主
任
が
出
席
さ
れ
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
、
秩
父
別
集
出
荷
施
設
に

て
令
和
元
年
度
の
宅
配
注
文
の
実
績
、

令
和
二
年
度
宅
配
注
文
の
状
況
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
七
月
二
日
現

在
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
分
を
含
む

一
、七
六
八
ケ
ー
ス
が
注
文
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
、
今
後
の
行
事
予
定
に

つ
い
て
、
環
境
制
御
の
基
礎
に
つ
い
て

資
料
を
基
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

圃
場
巡
回
で
は
、荒
井
和
也
さ
ん（
深

川
市
・
一
已
）、
笹
尾
実
さ
ん
（
妹
背

牛
地
区
・
妹
背
牛
中
央
）、
松
永
徹
さ

ん
（
秩
父
別
地
区
・
北
新
）、
姜
甲
晋

さ
ん
（
沼
田
地
区
・
沼
田
中
部
）
の
四

件
の
圃
場
を
視
察
し
、
生
産
者
皆
さ
ん

で
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

圃場での違いについて語り合います

出荷前のメロンを前にさまざまな情報交換

市場関係者と生産者が圃場で意見交換

メ
ロ
ン
生
産
組
合 

現
地
栽
培
講
習
会

メ
ロ
ン
生
産
組
合 

市
場
交
流
会
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『
メ
ロ
ン
体
験
学
習
』
は
、
沼
田
町

で
地
域
参
画
活
動
を
行
う
「
農
天
気
の

会
（
藤
村
富
士
子
代
表
）」
が
主
催
し
、

沼
田
小
学
校
児
童
と
行
う
体
験
学
習
。

普
及
セ
ン
タ
ー
の
協
力
の
も
と
平
成

十
六
年
か
ら
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

六
月
十
五
日
、
メ
ロ
ン
の
定
植
体
験

の
為
、
沼
田
小
学
校
四
年
生
児
童
十
二

名
が
辻
則
行
さ
ん
（
沼
田
地
区
・
沼
田

東
部
西
）
の
圃
場
を
訪
れ
ま
し
た
。
児

童
の
み
ん
な
は
定
植
時
の
ポ
イ
ン
ト
を

教
え
て
も
ら
う

と
、
さ
っ
そ

く
ハ
ウ
ス
へ
。

三
〇
度
を
超
え

る
ハ
ウ
ス
内
で
、
暑
さ
と
闘
い
な
が
ら

一
人
三
本
ほ
ど
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
八
月
ご
ろ
出
荷
予
定
の

メ
ロ
ン
を
観
察
し
な
が
ら
、
辻
さ
ん
よ

り
果
実
が
で
き
る
仕
組
み
や
皿
敷
き
作

業
の
大
切
さ
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

今
年
度
の
『
メ
ロ
ン
体
験
学
習
』
は
、

八
月
に
皿
敷
き
作
業
体
験
、
九
月
に
収

穫
体
験
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

六
月
二
十
四
日
、
今
年
度
の
第
三
回

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
二
回

研
修
会
は
中
止
と
な
っ
た
為
、
開
校
式

以
来
と
な
る
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
本
所
に

て
融
資
経
済
課
職
員
を
講
師
と
し
、
経

営
と
ク
ミ
カ
ン
に
つ
い
て
講
義
を
行
い

ま
し
た
。
講
義
終
了
後
、
深
川
市
の
営

農
セ
ン
タ
ー
へ
移
動
し
、
水
稲
の
幼
穂

形
成
期
の
管
理
と
い
も
ち
病
防
除
に
つ

い
て
普
及
セ
ン
タ
ー
よ
り
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、複
合
経
営
の
事
例
と
し
て
、

深
川
市
で
リ
ン
ゴ
や
サ
ク
ラ
ン
ボ
を
作

ら
れ
て
い
る
生
産
者
さ
ん
の
圃
場
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
研
修
会
で
は
塾
生
の

皆
さ
ん
が
取
り
組
ん
で
い
る
農
業
経
営

や
地
域
活
動
を
通
じ
感
じ
て
い
る
こ

と
、
農
業
者
と
し
て
果
た
す
役
割
や
将

来
の
目
標
に
つ
い
て
、
レ
ポ
ー
ト
の
作

成
が
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

ハウス内の暑さの中、頑張って苗を植えます !

辻さんが分かりやすく説明

令
和
二
年
度

 

北
育
ち
元
気
塾

第
三
回
研
修
会

サクランボの圃場を視察 稲を観察し幼穂形成に入った時期を調べました

メ
ロ
ン
体
験
学
習

沼
田
小
学
校
児
童
が
メ
ロ
ン
の
生
育
を
学
び
ま
す
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六
月
二
十
九
日
、
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
は

本
所
三
階
大
ホ
ー
ル
に
て
ホ
ク
レ
ン
岩

見
沢
支
所
と
の
情
報
交
換
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
篠
田
組
合
長
よ
り
Ｒ
Ｔ

Ｋ
な
ど
ホ
ク
レ
ン
が
取
り
組
む
ス
マ
ー

ト
農
業
の
将
来
像
に
つ
い
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
販
売
へ
の
影

響
が
心
配
さ
れ
る
令
和
二
年
度
の
道
産

米
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
に
つ
い
て
お
聞

き
し
た
い
と
冒
頭
挨
拶
の
中
で
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

ホ
ク
レ
ン
か
ら
は
ス
マ
ー
ト
農
業
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
Ｒ
Ｔ
Ｋ
シ
ス
テ

ム
を
中
心
に
し
た
内
容
で
様
々
な
活
用

の
具
体
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

う
る
ち
米
を
巡
る
情
勢
に
つ
い
て
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る

業
態
別
動
向
と
し
て
外
食
・
コ
ン
ビ
ニ
・

ス
ー
パ
ー
の
各
業
態
で
の
売
上
高
に
つ

い
て
紹
介
。
ま
た
、
令
和
二
年
産
の
米

販
売
に
つ
い
て
そ
の
基
本
的
な
考
え
方

を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

金
融
店
舗
や
購
買
施
設
店
舗
等
の
窓

口
で
は
飛
沫
感
染
防
止
と
し
て
、
ア
ク

リ
ル
板
の
仕
切
り
を
設
置
し
、
各
事
務

所
に
お
き
ま
し
て
も
三
密
（
密
閉
・
密

集
・
密
接
）
と
な
ら
な
い
取
り
組
み
や
、

熱
中
症
対
策
を
除
い
た
役
職
員
の
マ
ス

ク
着
用
の
推
奨
、
消
毒
液
を
設
置
す
る

こ
と
で
、
組
合
員
・
お
客
様
の
皆
様
に

安
心
し
て
ご
利
用
し
て
頂
け
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

　

スマート農業への取組について説明頂きました

秩父別貯金共済店舗

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
で
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策

妹背牛購買施設店舗

ホ
ク
レ
ン

　
岩
見
沢
支
所
と
の

情
報
交
換
会
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第
四
回
理
事
会
〈
五
月
二
十
九
日
付
〉

【
報
告
事
項
】

内
部
監
査
室

〇
内
部
監
査
の
品
質
評
価
に
つ
い
て

管
理
本
部

〇
当
面
に
お
け
る
農
協
行
事
予
定
に
つい
て

〇
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
等
の
申
し
出

に
つ
い
て

〇
固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
・
主
要
修

繕
費
等
の
支
出
に
つ
い
て

〇
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
状
況
に
つい
て

〇
令
和
元
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
く
取
り
組
み
状
況

に
つ
い
て

〇
令
和
元
年
度
Ｊ
Ａ
財
務
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
に
つ
い
て

〇
令
和
元
年
度
自
己
申
告
書
主
要
意
見

に
係
る
回
答
に
つ
い
て

〇
準
職
員
の
動
向
に
つ
い
て

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
へ
向
け
た
対
応
状
況
等
に
つ
い
て

〇
マ
ネ
ロ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く

ギ
ャ
ッ
プ
分
析
に
つ
い
て

〇
そ
の
他

金
融
共
済
事
業
本
部

〇
農
業
経
営
基
盤
強
化
資
金
の
無
利
子

化
枠
の
選
定
に
つ
い
て

〇
令
和
二
年
度
農
地
担
保
評
価
基
準
額

の
設
定
に
つ
い
て

〇
Ｊ
Ａ
共
済
苦
情
等
対
応
要
領
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

営
農
販
売
事
業
本
部

〇
令
和
元
年
度
北
空
知
広
域
連
花
卉
施

設　

収
支
決
算
に
つ
い
て

〇
令
和
二
年
度
新
規
就
農
該
当
者
に
つ

い
て

購
買
施
設
事
業
本
部

〇
令
和
二
肥
料
年
度　

北
海
道
肥
料
価

格
に
つ
い
て
（
令
和
三
年
使
用
）

〇
購
買
施
設
事
業
実
績
検
討
表
（
四
月

末
）
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号

　

職
員
に
対
す
る
定
時
給
与
（
夏
期
手

当
）
の
支
給
に
つ
い
て

議
案
第
二
号

　

指
定
管
理
資
産
の
修
繕
に
つ
い
て

議
案
第
三
号

　

令
和
二
肥
料
年
度
（
令
和
三
年
使
用

肥
料
）
の
早
期
予
約
推
進
お
よ
び
奨

励
要
領
（
案
）
に
つ
い
て

議
案
第
四
号

　

営
農
用
灯
油
・
重
油
価
格
奨
励
お
よ

び
大
口
奨
励
対
策
措
置
に
つ
い
て

議
案
第
五
号

　

信
用
限
度
超
過
者
に
対
す
る
貸
付
け

の
承
認
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

〇
信
用
限
度
八
〇
％
を
超
え
る
組
合
員

へ
の
貸
付
に
つ
い
て

〇
「
第
七
次
地
域
農
業
振
興
計
画
」
及

び
「
第
七
次
農
協
中
期
経
営
計
画
」

策
定
に
向
け
た
組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト

に
つ
い
て

第
五
回
理
事
会
〈
六
月
二
十
九
日
付
〉

【
報
告
事
項
】

管
理
本
部

〇
当
面
に
お
け
る
農
協
行
事
予
定
に
つ

い
て

〇
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
等
の
申
し
出

に
つ
い
て

〇
固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
、
主
要
修

繕
費
の
支
出
に
つ
い
て

〇
令
和
元
年
度
主
要
系
統
連
合
会
決
算

概
要
に
つ
い
て

〇
令
和
元
年
度
経
営
分
析
結
果
に
つい
て

〇
実
地
棚
卸
及
び
棚
卸
資
産
再
評
価
要

領
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

〇
ホ
ク
レ
ン
包
材
（
株
）
と
の
賃
貸
借

契
約
の
解
除
に
つ
い
て

〇
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
定
期
報
告
に
つい
て

〇
準
職
員
の
動
向
に
つ
い
て

〇
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
子
会
社
等
（
ま
ち
づ

く
り
ぬ
ま
た
・
北
空
知
広
域
連
・
空

知
ガ
ス
）
の
決
算
資
料
に
つ
い
て

〇
令
和
元
年
度
自
己
申
告
書
へ
の
対
応

に
つ
い
て

〇
空
知
管
内
組
合
長
等
関
係
団
体
役
員

名
簿
に
つ
い
て

〇
職
員
の
退
職
に
つ
い
て

〇
職
員
の
本
採
用
に
つ
い
て

金
融
共
済
事
業
本
部

〇
長
期
資
金
の
貸
し
出
し
状
況
に
つい
て

〇
長
期
共
済
一
斉
推
進
の
実
績
に
つい
て

営
農
販
売
事
業
本
部

〇
北
い
ぶ
き
管
内
の
米
生
産
面
積
お
よ

び
出
荷
契
約
状
況
に
つ
い
て

〇
令
和
二
年
産
大
豆
・
そ
ば
の
契
約
状

況
に
つ
い
て

〇
令
和
二
年
度
「
良
質
・
良
食
味
米
栽

培
実
証
圃
事
業
」
申
し
込
み
状
況
に

つ
い
て

購
買
施
設
事
業
本
部

〇
購
買
施
設
事
業
実
績
検
討
表
（
五
月

末
）
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号

　

令
和
二
年
度
随
時
監
査（
六
月
実
施
）

の
監
査
結
果
に
つ
い
て

議
案
第
二
号

　

職
員
就
業
規
則
、
並
び
に
準
職
員
就

業
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
三
号

　

固
定
資
産
の
修
繕
に
つ
い
て

議
案
第
四
号

　

固
定
資
産
の
修
繕
に
つ
い
て

議
案
第
五
号

　

固
定
資
産
の
改
修
工
事
に
つ
い
て

議
案
第
六
号

　

信
用
限
度
超
過
者
に
対
す
る
貸
付
け

の
承
認
に
つ
い
て

理
事
会
報
告
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六
月
二
日
か
ら
各
週
四
日
間
、
三
班

～
四
班
体
制
に
て
秩
父
別
地
区
・
妹
背

牛
地
区
・
沼
田
地
区
の
組
合
員
の
皆
様

に
共
済
契
約
内
容
の
説
明
と
「
ひ
と
保

障
」「
い
え
（
建
物
）
保
障
」
の
内
容

充
実
に
つ
い
て
の
提
案
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
マ
ス
ク
の
着
用

等
の
対
策
を
行
い
な
が
ら
の
訪
問
と
な

り
ま
し
た
が
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
お

宅
を
訪
問
し
た
際
に
は
お
時
間
を
割
い

て
い
た
だ
き
、
訪
問
推
進
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

共
済
提
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
ひ

と
」
保
障
分
野
で
は
、
六
十
歳
以
上
の

万
一
を
見
据
え
た
生
命
保
障
の
見
直

し
や
医
療
保
障
の
充
実
、「
い
え
（
建

物
）」
の
保
障
で
は
、
近
年
、
地
震
や

強
風
被
害
、
雪
害
、
豪
雨
に
よ
る
水
災

害
等
、
自
然
災
害
が
多
発
し
て
お
り
、

災
害
に
対
す
る
「
建
物
更
生
共
済
」
を

よ
り
良
い
保
障
内
容
と
な
る
よ
う
提
案

説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
老
後
の
資
産
形
成
や
節
税
に
役
立

つ
「
変
動
金
利
型
年
金
共
済
」、
三
大

疾
病
や
生
活
習
慣
病
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
に
備
え
た
「
特
定
重
度
疾
病
共

済
」、
身
体
障
害
に
備
え
た
「
生
活
障

害
共
済
」
等
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は

「
ひ
と
・
い
え
・
く
る
ま
の
総
合
保
障
」

を
通
じ
、
も
し
も
の
と
き
の
損
害
保
障

か
ら
生
命
・
医
療
保
障
ま
で
、
利
用
者

視
点
に
立
っ
た
幅
広
い
さ
ま
ざ
ま
な
保

障
プ
ラ
ン
の
説
明
も
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
後
も
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
Ｊ
Ａ
と

の
つ
な
が
り
を
さ
ら
に
深
め
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、「
ひ
と
・
い
え
・
く
る
ま
」

の
総
合
保
障
を
通
じ
て
安
心
な
保
障
を

提
供
し
て
参
り
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ま
へ
、
よ
り
充
実
し

た
保
障
の
提
供
を
目
指
す
と
と
も
に
、

「
３
Ｑ
訪
問
活
動
」
等
に
よ
り
、
新
規

顧
客
の
獲
得
に
取
組
み
、
Ｊ
Ａ
共
済
の

事
業
推
進
基
盤
を
将
来
に
わ
た
り
確
固

た
る
も
の
と
す
る
た
め
、
よ
り
一
層
努

力
し
て
参
り
ま
す
。

□
退
職
　
準
職
員
〈
六
月
九
日
付
〉

　

尾
㟢　
　

勉

　
　
（
米
穀
農
産
事
業
部
米
穀
農
産
課

米
穀
農
産
係
）

□
退
職
〈
六
月
三
十
日
付
〉

　

松
井　

友
香

　
　
（
沼
田
支
所
貯
金
共
済
課
貯
金
係
）

令
和
二
年  

共
済
一
斉
推
進
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ＪＡグループ通信
　ＪＡグループ北海道では、4月中旬より中止しておりました「国産花き販売会」を、6月5日（金）より
感染防止対策に十分配慮した上で、札幌市北農ビル（札幌市中央区北４条西１丁目１番地）で再開いた
しました。
　新型コロナウイルスの感染拡大により、イベントや式典の中止が相次
いでおり、国内の花き需要は大幅に減少しています。そこで、ＪＡグルー
プ北海道では「花を贈って応援！みんなのよい花プロジェクト」と題して、
「国産花き販売会」の実施により、国内の花き農家を応援しております。
販売会は７月末までの毎週金曜日の開催を予定しております。
　ＪＡグループ職員のみならず、花が好きな方や花き農家を応援してく
ださる方、ＪＡグループ北海道を応援してくださる方など、たくさんの
お客様にお越しいただいております。引き続き、是非ご自宅にお花を
飾り、花き農家を応援しています。

JA北海道中央会

JA北海道信連 JA共済連北海道

ホクレン JA北海道厚生連

　令和元年度に、ＪＡバンクの食農教育活動とし
て、「親子で学ぼう！あぐりキッチン教室」を全道
ＪＡの協力を受け、開催しました。その開催目的は、
子どもの農業に対する理解を深め、北海道農業や
ＪＡ・ＪＡバンクのサポーター層を拡大することに
ありました。
　先ごろ、農協観光の優績ＪＡ
表彰において、当活動が地域の
交流・活性化に寄与したと認め
られ、地域交流部門の優秀賞
を受賞しました。

　令和2年度に道内各市町村の消防本部へ寄贈
する救急自動車が決定いたしました。救急自動車
の寄贈は、地域社会貢献活動の一環として、昭和
50年から毎年取り組んでおり、昨年度までに、延べ
206台の救急自動車を道内各地の消防本部へ寄贈
しております。
　今年度は、上川北部消防事務組合消防本部中
川消防支署（中川町）、網走地区消防組合消防本
部大空消防署（大空町）、大雪消防組合消防本部
美瑛消防署（美瑛町）の3か所となります。今後も行
政とＪＡとの連携を図りながら、交通事故の防止と被
害者救済への取り組みを強化してまいります。

　ホクレンは、北海道日本ハムファイターズと共同で展
開している「北海道農業応援プロジェクト」の一環と
して、同球団選手と道内生産者が交互にメッセージ
を送り合う「キャッチボールトーク」動画を制作、同プロ
ジェクトの特設サイトに公開しました。登場しているの
は、ＪＡ道青協の村田辰徳会長、ＪＡ道女性協の青山
伸子会長ら生産者と、ファイターズの中島卓也、近藤
健介両選手らそれぞれ
5人ずつで、新型コロナ
ウイルス対策や農作業、
トレーニング内容などに
ついて交互に語り、エー
ルを交換し合いました。

　新型コロナウイルスの影響で一時中止としており
ました人間ドックですが、すべての病院・クリニッ
クにて再開しました。
　一部でご利用いただけないオプション検査もご
ざいますが、感染対策の徹底を図っておりますの
で、安心して受診くださいますようお願いします。

　JAグループ北海道の連合会・
中央会の活動内容を紹介します。
各団体の詳しい取り組み内容は
WEBサイトをご覧ください。

©よりぞう

ホームページはこちらです。
どうぞご覧ください。
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６月５日の
シシトウ初出荷。
安井由美さん

（妹背牛地区・妹背牛中央）

７月２日に自動航行ドローンのデモフライトを
秩父別地区と沼田地区でも行いました。

６月19日より
ブロッコリーの

集出荷が始まりました。
山森正巳さん

（秩父別地区・日の出）

６月８日より
キュウリの出荷が
始まりました。
森秀夫さん

（秩父別地区・穂栄）

６月９日、
本所にて職員向けの
ＡＥＤ講習会を開催。

自動航行
ドローンについて
職員向けの説明会を
行いました。

7月13日、14日に
経営継続補助金申請の
受付を行いました。
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